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Zippar試乗会（2023年12月2日）

ささしまライブの新しい交通システムの１つのアイディアとして、まだ実用化はされていませんが、

神奈川県秦野市にある「Zippar」実験線に試乗してきました。
Zipparは「低コスト・自由設計・自動運転」を特徴として、従来モノレールの半分の輸送量が確保
できるシステムを、1/5のコストと期間で建設可能な新たな交通システムです。
通常のロープウェイは建設期間が短く、コストが低い交通手段ですが、道路上でのカーブが設置

できないため、都市部での導入が困難とされています。「Zippar」は車体本体にバッテリー及び
モータを搭載しているため、自走式で直線部はロープ、カーブ部分はレールを連続的に走行する

ことを可能としています。

キャビンは下から大きく囲いこむXフレームが、まるで包み込まれているようで、大きな安心感、
安全性を感じさせるデザインでした。

試乗会で実際に乗車してきましたが、乗り心地も良くスムーズで快適でした。

現在、上野動物園を始め沖縄県豊見城市など多くの公共施設で導入に向け働きかけていて

他にも様々な打診があるそうです。

　

実験線は福島県に移設される予定で、現在移設工事中です。

横浜視察(2024年1月13日)

新しい交通システムのために横浜もロープウェイとその近辺を視察に行ってきました。

・YOKOHAMA　AIR　CABIN
日本初、世界最先端の都市型循環式ロープウェイYOKOHAMA AIR CABINは、JR桜木町駅前
と新港地区の運河パークとを結び、街を高所から楽しみながら移動できる観光振興施設として、

新たな横浜･みなとみらいの魅力を創出していました。

さらに世界的な照明デザイナー石井幹子氏に駅舎やキャビンの演出照明計画の監修をお願い

するなど、安全かつ快適に、そして楽しい施設づくりを行われていました。

全キャビン バリアフリー対応、空気の自然循環による換気システム、さらに最新式バッテリーに

よる冷房システムや各種安全監視システム、フルカラーLEDによる演出照明など様々な分野で
最先端の機能を備えていました。

歩いて10分ほどの距離で片道1000円の運賃と少し高額かと思いましたが、開業して２年半です
でに400万人が乗車。新たな観光の目玉となっていました。
　

ロープウェイに乗車した後で、所有運営者である泉陽興業の○○さんと○○さんから建設のきっか
け、開発秘話、現在の状況などを伺いました。運河の上や道路の上を運行するので

認可が大変だったともいますが、横浜市が率先して動いてくれたようです。

・みなとみらい地区

みなとみらいは、横浜港に面している再開発地域で、以前は造船工場などがあったそうです。

1989年の横浜博覧会 (YES'89) 以降に開発が本格化し、首都圏の新都心として重点的に整備さ
れ今や横浜を代表する街に生まれ変わりました。

みなとみらい地区は展望フロアやショッピング、グルメを満喫できる横浜ランドマークタワーや、お

しゃれな横浜赤レンガ倉庫、カップヌードルミュージアム横浜、横浜アンパンマンこどもミュージア
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ムなどの商業スポットや、港を間近で感じられる山下公園など様々な見どころが集まる大人気エ

リアです。

横浜のまちづくりに詳しい水辺荘の山崎さんの案内で、お手本となる「みなとみらい地区」の横浜

赤レンガ倉庫、横浜ハンマーヘッドなどの他、足を延ばして横浜の代表的観光地 山下公園や中

華街なども視察しました。

水陸両用バス「マリンライダー」乗車（2024年1月20日）

ささしまライブの観光の目玉にできないかと考え、名古屋市の栄と名古屋港を結ぶ

水陸両用バス「マリンライダー」に乗車（乗船）してきました。

「マリンライダー」は“バスに乗ったままの爽快なスプラッシュ体験”が売りで
港クルーズ×都市観光という新しい名古屋の観光の形で2021年秋に新しく
登場しました。

現在のルートは限られている上、運行本数も少なく、あくまで観光用としての運営ですが、名古屋

駅とささしまライブはバスで走り、中川運河を船でというのは面白いかもと思いました。

ただ、今回は名古屋港周遊をメインにしたコースで乗車券は1人3000円
栄から市内を回って名古屋港を周遊するコースでは3800円と少し高めかと感じました。

勉強会【Zippar報告】
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地域共創シンポジウムにおいての成果報告
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人材育成のためのカリキュラム作成

地域振興とイベントプロモーション

​ 1.地域開発とイベントプロモーション基礎
● 地域振興の基本概念と成功事例の研究

● イベントプランニングの基本スキルとイベント運営のノウハウ

​ 2.広報活動とマーケティング戦略
● オンラインおよびオフライン広報活動の戦略

● ターゲットオーディエンスの理解と訴求力の向上

​ 3.地域清掃と共同作業
● 地域清掃の意義と具体的な清掃活動の計画・実行

​ 4.交通アクセスの改善とシャトルバス運営
● 交通インフラの改善計画と実施

● シャトルバスの効果的な運営戦略

​ 5.地域全体の俯瞰的開発計画
● 地域全体の課題抽出と解決策の提案

● コミュニティとの協力体制の構築

​ 6.一体感の向上とコミュニティビルディング
● 地域コンセプトとの調和を図るためのプロジェクト計画

● 地域住民との協力関係の構築

名古屋の玄関口としての新たな魅力の発信

1. 水辺の魅力とアクティビティの促進
水辺の広がりを生かし、リバーサイドイベントや水上アクティビティの開催を通じて、

地域への認知度向上と観光客の呼び込みを図る。

2. 国際歓迎と交流プログラムの実施
地域の国際色豊かな雰囲気を活かし、国際的な催し物や交流プログラムを展開。外

国人観光客や留学生を対象としたイベントや言語交換会を通じて、地域との交流を

深める。

3. 新名所としての位置づけ
地域の美しい緑と水辺を活かし、新たな名所としての知名度を築く。地元住民と訪れ

る人々にとって、特別で思い出に残る場所となるようにする。

4. 地域との一体感の構築
地域住民と協力して、地域開発の方針を共有し、地域住民が自身の街に誇りを持て

るような地域に。地域全体での一体感を高め、コミュニティを強化。

5. 国際的な視点からの開発計画
国際的な都市としての側面を考慮し、多言語対応の案内システムや国際的な観光

プロモーションの戦略を組み込む。地域の国際的な魅力を最大限に引き出す。
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